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令和元年７月27日 ( 土 )、札

幌市中央区の札幌パークホテル

にて全管連青年部協議会第 23

回通常総会並びに研修会、懇親

会が開催されました。前年度の

福島総会には今年の北海道総会

の PR のために北海道から 30

名で参加し、懇親会の場で「湿気が少ない夏の北海道は、

避暑地としても大変人気で、大会の開催される 7 月でも

夕方には涼しくなるので、街中にいても爽快感がありま

す。」と挨拶したにもかかわらず、北海道らしくない蒸し

暑い日の開催となりました。

第 23 回通常総会は木藤理事（神奈川）の司会で開

会し、続いて秋山会長の挨拶があり、その後、高橋理事（岩

手）が議長に就任して、スムーズな議事進行のもとで第

１号議案から第５号議案までが全て滞りなく可決されまし

た。そして今年は役員改選の時期であり、新会長に太田

勝晶氏（川崎）が選任されました。今まで２期会長を務

めた秋山雅仁氏は、この通常総会で青年部協議会を卒

業となり、後進に役割を託しました。また、正副会長部

会長も全て一新し、一気に上層部の若返りを図りました。

総会終了後には、全管連の粕谷専務理事による講演が

行われました。テーマは「水道法」の改正と担い手三法

と呼ばれている「建設業法」「公共工事の入札及び契約

の適正化の促進に関する法律（入契法）」「公共工事の

品質確保の促進に関する法律

（品確法）」の改正についてで、

現場の人は特に、普段の業務で

はあまり触れることがないため複

雑でとっつきにくく感じている法

律の内容でしたが、要点を整理

して難しいことを分かり易く説明

していただきました。

その後の記念講演では、鈴木

貴子衆議院議員に「令和新時代

と若者の挑戦！」をテーマにご講

演いただきました。平成の振り

返りから始まり、昨年の北海道

胆振東部地震を含む自然災害大

国日本の強靭化についてなど今

後の展望についてのお話を聴か

せていただきました。

懇親会では、新任の正副会長部会長の紹介から始まり、

本総会実行委員長の渡邉道管連青年部協議会理事の開

会挨拶では「北海道はこの一年間、本当に色々なことが

ありましたが、今日と言う日を迎える事ができたことを大

変喜ばしく感じております。」と大会への熱い思いが語ら

れました。そして会長挨拶では、太田新会長から「生ま

れた北海道で会長になれたことに運命を感じる」と開催

地との深い縁について語られ、令和元年度のテーマであ

　北海道総会は実行委員会の熱い思いが随所に感じられる素晴らしい総会でした！
　準備して下さった皆様お疲れ様でした。新任の太田会長の元、新役員一丸となり事業を進めていけるよう盛り上げ
てまいりましょう！

林総務部会長（熊本）記後

集編

る「原点回帰で新たな時代へ」

を元に、今後目まぐるしく変化す

る環境に柔軟に対応していくため

にも、これから全国の会員がより

深く繋がり強固な団体にしていく

という決意が述べられました。そ

れから全管連藤川会長の祝辞、

ご列席頂いた来賓の方々の紹介の後、札幌市水道局水

道事業管理者による乾杯で祝宴がスタートしました。

海の幸・山の幸を活かした料理の数々の北海道グルメ

を堪能しながら大いに盛り上がって時間が過ぎていく中、

終盤には秋山前会長への花束贈呈が行われ、一つの時

代が終わり新しい時代が始まる雰囲気に会場が包まれた

中、次年度総会開催地の熊本市管工事協同組合青年部

会の皆様による地元PRが行われました。定番となった「バ

トンタッチセレモニー」では、熊本の林総務部会長へ黄

金のパイレンが手渡され、北海道の想いが熊本へと伝え

られました。

懇親会の最後は、山中新副会長（兵庫）の締めの挨

拶で閉会となりました。

本総会実行委員長挨拶でも触れましたが、今まで本当

に色々な苦難を乗り越えてきたこともあり、本総会開催を

通じて道管連青年部協議会の団結力の強さを改めて感じ

ました。今まで一人一人の思いを点から線に繋いできま

したが、これからは面として広げていき、この組織力を全

「第23回通常総会　北海道総会を開催

新会長に太田勝晶氏（川崎）を選任」

～北海道胆振東部地震災害～

「日本赤十字社に募金を持参」 国へと発展させていきたいと思っております。最後になり

ましたが、お忙しい中ご列席頂いた来賓の方々、全国か

ら北海道の地に来ていただいた青年部会員の皆様にお礼

を申し上げます。また、２年がかりで本総会に取り組んで

くれた道管連青年部協議会の皆様、心より感謝致します。

本当にお疲れ様でした。そして今後ともどうぞ宜しくお願

い致します。

北海道管工事業協同組合連合会

青年部協議会　会長　渡部　正益

　9 月 12 日（木）、全管連会館において７月

の北海道総会で役員改選があり新体制となっ

て初めての正副会長部会長会議を開催いたし

ました。当日は、正副会長部会長と仲儀監事（さ

いたま）、成瀬監事（石川）にも出席頂き、北

海道総会の総括と、広報関連事業Ⅰ・Ⅱ、会員

交流事業、親会委託事業、担い手育成事業の

内容について、総務・事業部会の進捗状況を

もとに確認を行いました。

　青年部は、ウェブ会議としてスカイプを使用

しており、各役員の距離感が近くなりました。

そのメリットとしていつでも会議を行うことがで

き、今まで以上に事業のスピード感が出ている感

じがします。

　その後、北海道総会時に「北海道胆振東部地震災害」

の募金を呼びかけ、会員及びブース出展して下さった賛

助会員より約 13 万円のご厚意を頂き、募金を日本赤十

字社に寄付させて頂きました。

　太田会長は、「この募金が被災者の方々に役立って頂

きたい。今後、全管連青年部として

協力できる事を行い、ライフラインを

守る者として、活動していきたい。」

と述べました。

　今後も、青年部間の連携を深めな

がら、会員に有意義な事業を進行し

て行きたいと思います。

太田新会長 講演する粕谷専務理事

講演する
鈴木衆議院議員

正副会長部会長会議

太田会長より義援金を日本赤十字社へ
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北海道管工事業協同組合連合会
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藤川全管連会長

新役員

次年度開催地の熊本市青年部

　8月23日（金）から24日（土）までの

2日間にわたり東京都江東区の東京ビッグサ

イトの青海Ａ・Ｂホールで「みらい市 2019」

が開催されました。

　今年度も橋本総業株式会社のご好意によ

り全管連を紹介することが出来る展示ブース

をご提供頂き、出展を致しました。

　この「みらい市」とは、本会賛助会員の

橋本総業株式会社並びに関連メーカー、

ディーラーにより組織されている「みらい会」

が主催となって設備展示・即売会を毎年、

全国各地で開催しています。

　今回のブースでは青年部で作成した管工事の仕事紹介

動画・リクルート編～未来を繋げる管工事が君達を待っ

ている～の上映と熊本地震における全管連の応急復旧活

動報告や技能グランプリの優勝作品の展示などを行いま

した。

　みらい市には近年、毎年参加させていただいておりま

すが今年度も展示物やスタッフの説明に真剣に観て聴い

て頂けるお客様が多数来場されました。

　最後に、全管連ブースにお立ちより頂いた全管連の皆

様、関係各位の皆様、またブースを御提供して頂きまし

た橋本総業株式会社様に対しまして、御礼を申し上げ致

します。

「みらい市２０１９に全管連青年部が出展」

東京都管工事工業協同組合青年部長協議会


